
図書館に行こう [

今
月
の
新
刊]

古
道
具
屋
皆
塵
堂
（
輪
渡
颯

介
）
ホ
テ
ル
パ
ラ
ダ
イ
ス

銀
河
（
加
藤
実
秋
）
ゴ
ー
ス
ト
ハ

ン
ト
３
（
小
野
不
由
美
）
ド
ラ
ゴ
ニ

ア
王
国
物
語
（
み
お
ち
づ
る
）
私

た
ち
が
星
座
を
盗
ん
だ
理
由
（
北

山
猛
邦
）
摂
食
障
害
病
棟
（
大
谷

純
）
た
ま
ゆ
ら
に
（
山
本
一
力
）
奇

跡
（
中
村
航
）
ち
よ
の
負
け
ん
気
、

実
の
父
親
（
佐
藤
雅
美
）
桑
潟
幸

一
准
教
授
の
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な

生
活
（
奥
泉
光
）
源
内
な
か
ま
講

（
高
橋
克
彦
）
魔
女
は
甦
る
（
中

山
七
里
）
こ
の
女
（
森
絵
都
）
ら

ん
（
秦
建
日
子
）
グ
ッ
バ
イ
・
ヒ
ー

ロ
ー
（
横
関
大
）
三
人
の
二
代
目

（
堺
屋
太
一
）
死
者
は
バ
ス
に
乗
っ

て
（
三
輪
チ
サ
）
想
い
出
あ
ず
か

り
ま
す
（
吉
野
万
理
子
）
諏
訪
の

妖
狐
（
平
岩
弓
枝
）
た
ま
ゆ
ら

（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）
飲
め
ば
都
（
北

村
薫
）
恋
の
病
は
食
前
に
（
拓
未

司
）
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
・
ベ
ル
（
五
十

嵐
貴
久
）
必
然
と
い
う
名
の
偶
然

（
西
沢
保
彦
）
三
つ
の
名
を
持
つ

犬
（
近
藤
史
恵
）
四
色
の
藍
（
西

条
奈
加
）
家
族
の
分
け
前
（
森
浩

美
）
誇
り
あ
れ
（
東
直
己
）

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
串
間
市
立
図

書
館
☎
72
ー
１
１
７
７

●��

開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６

時
●��

休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日
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〇〇 is inconvenient.

〇〇は不便。

Example：Being tall is inconvenient.

例：�背が高いのは不便。

This month's expression   

皆
さ
ん
カ
エ
ル
は
好
き
で
す

か
？  

私
は
大
好
き
で
す
。

小
さ
い
カ
エ
ル
を
見
か
け
る
と
、

自
分
の
中
の
子
ど
も
に
負
け
て
捕

ま
え
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
前
、
移
動
図
書
館
で
市
木

小
学
校
に
行
っ
た
と
き
、
片
づ
け

を
し
て
い
る
と
小
さ
い
カ
エ
ル
が

目
に
入
り
ま
し
た
。
雨
が
降
っ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
外
を
中

腰
で
歩
き
回
り
捕
獲
に
成
功
。
か

わ
い
さ
に
見
ほ
れ
て
眺
め
る
こ
と

約
５
分
。
仕
事
の
途
中
だ
っ
た
の

で
仕
方
な
く
リ
リ
ー
ス
し
た
の
で

す
が
、
そ
の
前
に
写
真
に
収
め
る

こ
と
に
。
こ
の
写
真
が
ま
た
か
わ

い
い
。
他
の
人
も
か
わ
い
い
と
思

う
だ
ろ
う
と
思
っ
た
自
分
が
間

違
っ
て
い
た
の
か
、
写
真
を
見
せ

た
ほ
と
ん
ど
の
人
に
気
持
ち
悪
い

と
言
わ
れ
る
か
、
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

に
困
っ
た
よ
う
な
顔
を
さ
れ
ま
し

た
。
か
わ
い
い
と
思
う
自
分
は
変

な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

昆
虫
な
ど
の
好
き
嫌
い
は
本
当

に
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
し
ょ
う

ね
。
ま
さ
し
く
十
人
十
色
。
確
か

に
自
分
が
大
嫌
い
な
ク
モ
の
写
真

を
「
か
わ
い
い
で
し
ょ
？
」
と
見

せ
ら
れ
た
ら
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
に
困

り
ま
す
。ク
モ
と
言
え
ば
、ア
パ
ー

ト
の
周
り
に
や
た
ら
と
い
ま
す
。

部
屋
の
中
に
は
そ
ん
な
に
入
っ
て

来
な
い
の
で
す
が
、
ア
パ
ー
ト
の

廊
下
や
階
段
に
巣
を
作
る
ク
モ
が

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
の

ほ
か
の
人
た
ち
は
ク
モ
の
巣
の
下

を
ス
イ
ス
イ
と
通
過
し
て
い
く
の

で
す
が
、
自
分
は
顔
に
絡
ま
り
ま

す
。
日
本
に
来
て
背
が
高
い
と
不

便
だ
と
思
う
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、こ
れ
が
一
番
嫌
で
す
。

話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
８
月
初
旬

に
「
真
夏
の
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
詳
し

い
情
報
は
今
月
中
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
！市木のカエル

7
月
の
テ
ー
マ
展
示

Ｄ
Ｇ
４ 

世
界
遺
産
の
少
女

夏休みが終わり学園に戻った泉水子。今
年の学園祭のテーマは「戦国学園祭」。
衣装の着付け講習会でモデルを務めた泉
水子に対し、姫神の出現を恐れる深行。
果たして会終了後、制服に着替えた泉水
子はやはり本人ではなく…。

荻原　規子／著

Ｒ
月
イ
ベ
ン
ト
情
報

７

もうすぐ夏休み！ 遊びたいけど宿題が…
そんなときは図書館へ！ 図書館には自由
研究のお手伝いとなる資料をたくさん用
意しています。勉強机もあるので午前中
に図書館で宿題をすませて夏を思いっき
り楽しみましょう！

「
夏
休
み
自
由
研
究
」

◎
協
　
働
　Coproduction

浴
衣
を
着
て
串
間
の
祭
り
を

華
や
か
に
し
ま
せ
ん
か

　

串
間
駅
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
パ
ナ
ッ

プ
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
協
力
し
な

が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

　

第
１
段
は
、
い
ら
な
く
な
っ
た
浴
衣

を
譲
っ
て
も
ら
い
、
市
民
の
方
へ
無
料

レ
ン
タ
ル
・
着
付
け
サ
ー
ビ
ス
を
企
画

し
ま
す
。
家
で
眠
っ
て
い
る
浴
衣
が
、

串
間
の
祭
り
を
華
や
か
に
飾
り
、
だ
れ

か
の
笑
顔
に
つ
な
が
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

串
間
の
み
ん
な
で
、
祭
り
の
夜
に
浴

衣
の
花
を
満
開
に
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
！

浴
衣
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

●�

募
集
締
切
＝
７
月
15
日
（
金
）
午
前

８
時
半
～
午
後
６
時
（
土
日
祝
休
）

●
条
件

・�

破
損
の
な
い
も
の
な
ら
、
子
ど
も
用

か
ら
大
人
用
ま
で
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

・
一
式
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の
大
歓
迎
。

・
帯
、
帯
飾
り
、
肌
着
、
腰
ひ
も
な
ど

　

小
物
の
み
で
も
可
。

・
郵
送
希
望
さ
れ
る
方
は
送
料
を
ご
負

　

担
く
だ
さ
い
。

・
浴
衣
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

　

了
承
く
だ
さ
い
。

※�

浴
衣
を
譲
っ
て
く
だ
さ
る
場
合
に
は
、

一
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

浴
衣
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す

　

パ
ナ
ッ
プ
に
て
集
ま
っ
た
浴
衣
を
展

示
し
ま
す
。
浴
衣
を
持
っ
て
い
な
い
人

や
、
気
分
を
変
え
て
新
し
い
浴
衣
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
人
、
ど
な
た
で

も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
貸
出
期
間
＝
７
月
20
日
（
水
）
～

※�

午
前
８
時
半
～
午
後
６
時
（
土
日
祝

休
）

無
料
着
付
け
サ
ー
ビ
ス

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
ど
な
た
で

も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
市
内
の
お
祭
り
は
も
ち

ろ
ん
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
出
か
け
の
時

に
も
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●�

準
備
す
る
も
の
＝
浴
衣
、
帯
、
腰
ひ

も
３
本
、
タ
オ
ル

●
着
付
受
付
＝
丸
十
☎
72

－

１
３
８
０

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
パ
ナ
ッ
プ
（
串
間

市
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
設
立
準
備
事

務
所
）
☎
27

－

３
０
７
５

◎
年
　
金
　Pension

７
月
は
障
害
基
礎
年
金
受
給
者
の

所
得
状
況
届
提
出
月
で
す

　
「（
20
歳
前
の
傷
病
に
よ
る
）
障
害
基

礎
年
金
（
年
金
コ
ー
ド
６
３
５
０
ま

た
は
２
６
５
０
）」
を
受
給
中
の
方
は
、

ハ
ガ
キ
に
よ
る
所
得
状
況
届
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
以
前
は
、
ハ
ガ
キ
を
持
参

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
郵

送
で
の
提
出
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

障
害
基
礎
年
金
の
所
得
状
況
の
届
出

を
提
出
さ
れ
る
前
に
市
民
税
の
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。
所
得
の
確
認
が
で
き

な
い
と
支
給
停
止
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

基
礎
年
金
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
加

入
し
、
基
礎
年
金
（
老
齢
・
障
害
・
遺

族
）
を
支
給
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
や
が
て
必
ず
訪
れ
る
老
後
の
生
活

の
糧
と
し
て
年
金
収
入
は
大
切
で
す
。

老
齢
基
礎
年
金

　

65
歳
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※���

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
さ
れ

た
期
間
が
最
低
25
年
間（
３
０
０
月
）

あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

○�

20
～
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間（
４

８
０
月
）
の
全
期
間
保
険
料
を
納
め

た
方
は
、
65
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○�

会
社
員
や
公
務
員
だ
っ
た
方
に
は
老

齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
が
上

乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
期
間
中
に
病
気
や
ケ

ガ
で
重
い
障
害
が
残
り
働
け
な
く
な
っ

た
と
き
や
、
20
歳
前
の
事
故
な
ど
で
障

害
者
に
な
っ
た
と
き
に
障
害
の
程
度
に

よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

注
）
18
歳
未
満
の
子
（
障
害
の
あ
る
子

は
20
歳
未
満
）
の
人
数
に
よ
っ
て
加
算

が
あ
り
ま
す
。

遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
者
や
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
資
格
の
あ
る
人
が
死
亡
し

た
と
き
は
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
18
歳
未
満
の
子
（
障

害
者
は
20
歳
未
満
）
の
あ
る
妻
ま
た
は

子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※��

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

受
け
る
た
め
に
は
、
障
害
や
死
亡
と

い
っ
た
事
故
が
発
生
す
る
ま
で
の
公

的
年
金
の
加
入
期
間
の
２
／
３
以
上

の
期
間
の
保
険
料
が
納
付
ま
た
は
免

除
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も
し
く
は
初

診
日
ま
た
は
死
亡
さ
れ
た
日
の
属
す

る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
保

険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と
が
必
要
で

す
。

●�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
生
活
課
市
民

係
☎
内
線
２
２
５
・
２
２
６
、
都
城

年
金
事
務
所
☎
０
９
８
６

－

２
３

－

２
５
７
１

ジ
ュ
リ
ア
ン
は
変
？

『
語
り
継
ご
う　
〜
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て　
今
、
考
え
る
こ
と
〜
』

■
７
月
27
日
（
水
）
午
後
２
時
か
ら

　
太
平
洋
戦
争
が
開
始
し
て
か
ら
70
年
と
な
る
今
年
。

　
戦
争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
に
、
戦
争
を
体
験
し
た
方
々
か

ら
体
験
談
を
語
っ
て
い
た
だ
き
平
和
と
は
な
に
か
を
考
え
る
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
昭
和
初
期
の
生
活
の
様
子
を
映
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上

映
や
、
体
験
談
を
聞
き
ま
す
。
対
象
者
は
小
学
生
高
学
年
か
ら
、

戦
争
当
時
を
知
る
方
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、

子
ど
も
や
孫
た
ち
に
向
け
て
、
平
和
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
伝
え

ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
ご
家
族
で
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員
20
名
。

参
加
希
望
の
方
は
串
間
市
立
図
書
館
☎
72

−

１
１
７
７
ま
で
。

わたしたちが彩りのお手伝いをします。お気軽にお立ち寄りください。
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